
消防防災課

防災訓練担当

8186

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B10
災害対策用物資備蓄費 総務費 防災費 消防防災費 災害対策用物資備蓄費

災害対策基本法 宣言項目 03 大地震など危機への備えの強化

分野施策 020516 危機管理・防災体制の強化

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

なし

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 △10,607 △10,607 71,432

現計額 82,039 82,039

平成29年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

事 業
期 間

昭和52年度～ 根 拠
法 令

　災害時に物資を避難所等の被災者に迅速に支給するた
め、生活必需品、医薬品、食料品等を防災基地等に備蓄
する。

（１）災害用生活必需品対策事業費        △ 537千円
（２）災害用医薬品対策事業費   　       △ 531千円
（３）震災用食料品備蓄等対策費　　    △ 8,178千円
（４）事前対策の推進事業費　　　　    △ 1,361千円
　　　経費削減による配当留保額の減等

（１）事業内容
　　　災害時に避難所等の被災者に支給する生活必需品、医薬品、食料品等を防災基地等に備蓄する。
　　ア　災害用生活必需品対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　 3,936千円
　　イ　災害用医薬品対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　 4,184千円
　　ウ　震災用食料品備蓄等対策費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　53,333千円
　　エ　事前対策の推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　 9,979千円
（２）事業計画
　　　地震被害想定調査で想定した東京湾北部地震による避難者数に対応することを基本とする。
　　　また、賞味期限や使用期限を迎える備蓄品を随時更新する。
　　ア　平成２９年度　　　　賞味又は使用期限を迎える備蓄品の更新
　　イ　平成３０年度　　　　賞味又は使用期限を迎える備蓄品の更新
　　ウ　平成３１年度　　　　賞味又は使用期限を迎える備蓄品の更新
（３）事業効果
　　　防災基地等に現物で物資を備蓄しておくことで、災害時に迅速に被災者へ支給することができる。
（４）その他
　　　前年度から変更した内容
　　ア　生活必需品（使い捨てトイレ）の更新
　　イ　医薬品の更新数量の変更
　　ウ　食料品の更新数量や品目の更新
　　エ　車中泊避難者用物資の購入
（５）補正予算の概要
　　　更新用備蓄食料の有効活用及び配当留保の減額（旅費、需用費、役務費）

（県10/10）

補正後の
予算額

― 危機管理防災部 B10 ―
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